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化学企業の個人・グループによる環境・安全活動を表彰



日本レスポンシブル・ケア協議会、表彰制度：レスポンシブル・ケア賞を新設
～第１回は、宇部興産の社員３人など５社９名が受賞～

社団法人 日本化学工業協会

日本レスポンシブル・ケア協議会

日本化学工業協会（日化協）と日本レスポンシブル・ケア協議会（以下、ＪＲＣＣ）ではこのほど、ＪＲＣＣ会員企業のなかから、レスポンシブル・ケア活動（以下、ＲＣ活動）の普及や充実に貢献した個人、またはグループを表彰する新たな制度『レスポンシブル・ケア賞（ＲＣ賞）』を設置いたしました。
栄誉ある第１回ＲＣ賞として、宇部興産（グループ：３名）、昭和電工（グループ：３名）、ならびに住友化学（１名）、ＪＳＲ（１名）、コニカミノルタホールディングス（１名）の社員、５社９名の表彰を決定いたしました。ＪＲＣＣで個人・グループを対象とした表彰制度を設けるのは、今回が初めてのこととなります。

ＪＲＣＣは、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を経て廃棄に至る全ての過程において、自主的に「環境・安全・健康」を確保し、活動の成果を公表するとともに社会との対話・コミュニケーションを行う活動（＝レスポンシブル・ケア活動）を推進するため、１９９５年に設立しました。現在、会員企業は１０３社（４月２５日現在）となり、この１２年間で環境・安全・健康に関するパフォーマンスの大幅な向上を推し進めるとともに、地域社会との定期的な対話集会の開催をするなど、さまざまな形でＲＣ活動を推進しています。

現在、二酸化炭素排出削減をはじめとする地球環境問題への対策や、ＣＳＲといった企業の社会的責任への一層の対応など、産業部門の担う役割はより重大なものとなってきています。こうしたなかＪＲＣＣでは、ＲＣ活動のさらなる活性化、ＲＣ活動に携わる人の一層の活動意欲の向上を目的に、毎年、個人・グループを対象とした『レスポンシブル・ケア賞』を設けることといたしました。

ＲＣ賞の選定にあたっては、まず始めに会員企業から、個人・グループのＲＣ活動の内容、成果等を記載した推薦書をＪＲＣＣ事務局に提出してもらい、その後、ＪＲＣＣ事務局内のＲＣ賞選考タスクフォースにて一次選考を行った後、最終的に企画運営委員会の承認を得て決定いたしました。なお、第１回ＲＣ賞受賞者には、７月４日（水）に大阪で開催予定のＪＲＣＣ会員交流会にて表彰するとともに、表彰状と記念品または賞金を授与いたします。


【第１回ＲＣ賞受賞者】

	会社名／部署名
	受賞者名
	表彰テーマ

	宇部興産(株)
環境安全部


	鶴谷 巌
藤川 修三

阿部 正博
	宇部地区でのＲＣコミュニケーションの活性化

	住友化学(株)
レスポンシブル・ケア室
	奈良 恒雄

	化学業界をリードする先進的ＲＣ活動の推進

	ＪＳＲ(株)
四日市工場
	波田 尚志

	四日市地区でのＲＣ活動

	昭和電工(株)
大分事務所

	鈴木 俊郎
松井 信行

薬師寺 一行
	大分地区におけるＲＣ地域対話を中心とした、地域とのコミュニケーションの深化

	コニカミノルタホールディングス(株)

社会環境事業部
	北 陽子

	市民対話とリスクコミュニケーションの実践

および普及活動


【ＲＣ賞選考基準】

· 企業内のＲＣ活動の推進にあたり、率先して実施し、顕著な貢献をした者

· ＪＲＣＣの活動（ＰＲＴＲ、産業廃棄物処理、地球温暖化防止、労働安全、保安防災など）の実施に顕著な貢献をした者

· 対話集会、報告書作成、実験教育などを通し、地域社会やその他ステークホルダーとのＲＣコミュニケーション活動の実施に顕著な貢献をした者

· ＲＣの海外活動に貢献した者

【レスポンシブル・ケア活動とは】

地球環境問題や工業化地域の拡大などによる「環境・安全・健康」に関する問題の広がり、また、技術の進歩により発生する新たな問題等に対して、化学物質に関する環境・安全・健康を規制だけで確保していくことは難しくなっています。化学製品を扱う事業者が、環境・安全・健康を確保していくために責任ある自主的な行動をとることが今まで以上に求められる時代となっています。

　こうした背景を踏まえて、世界の化学工業界は、化学物質を扱うそれぞれの企業が化学物質の開発から製造、物流、使用、最終消費を経て廃棄に至るすべての過程において、自主的に「環境・安全・健康」を確保し、活動の成果を公表し社会との対話・コミュニケーションを行う活動をしています。この活動を“レスポンシブル・ケア”と呼んでいます。

【日本レスポンシブル・ケア協議会とは】

レスポンシブル・ケアは１９８５年にカナダで誕生しました。１９８９年に国際化学工業協会協議会（ＩＣＣＡ）が設立され、今やレスポンシブル・ケア活動は、世界５２カ国（２００７年３月）で展開されています。日本では、１９９５年、社団法人日本化学工業協会の中に、化学物質を製造し、または取り扱う企業７４社が中心となり、日本レスポンシブル・ケア協議会（ＪＲＣＣ）が設立され、それまで各企業が独自に行っていた環境・安全配慮の活動を統一・活発化し、社会の理解を深めていくこととしました。２００７年４月現在、ＪＲＣＣの会員は１０３社となっています。

本リリースに関するお問い合わせ先：


　社団法人 日本化学工業協会・広報部／青山	　　　　TEL03-3297-2555/FAX03-3297-2615








